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事務局 ： 大宮中学校における自主学習の取組について教えてください。

阿久津校長： 本校では子どもたちに「家庭学習の習慣」を身に付けてほし
いというねらいで、第２教育ブロック予算を活用して購入した
「自主学習ノート」を中心に取組を進めています。

事務局 ： 「自主学習ノート」は具体的にどのように活用
しておられるのですか？

阿久津校長： まず学年の取組として、日々の家庭学習に
「自主学習ノート」を活用しています。年度初めに１冊、夏休み前に１冊、冬休
み前に１冊という形で年間で３冊を子どもへ配付しています。もっと取り組みた
いという子どもには、追加で配付しています。
自主学習の内容は、授業の予習・復習、定期テストや入試に向けた勉強など
が中心です。自主学習の量とペースは基本的に子どもの自主性に任せています。

事務局 ： 「自主学習ノート」を活用する際、工夫されている点について教えていただけ
ますか？

阿久津校長： 朝、回収ボックスに提出し、帰りまでに先生が内容を
確認して返却しています。子どもの頑張りを励ますコメ
ントや、こうしたらよいというアドバイスなどをつけて
います。これ以外にも、先生から子どもたちへ質問や、
学習以外のコメントも適宜記入することで、コミュニケ
ーションツールとしても活用しています。
２年学級担任の豆成先生が、実際の「自主学習ノート」
を用いながら詳しく説明します。

豆成先生 ： 提出された「自主学習ノート」を見ると、子どもの様子がよくわかります。
コメントを書くことを通して、ゆっくり話す時間がない日でもコミュニケーショ
ンがとれます。例えば、コメントに「テストの目標点は？」「次は感想も書いて
ね」など、こちらから質問やオーダーをすると、子どもはそこに返事をくれます。
ノートのやりとりを通して、その子が感じていることを知る機会になります。

実践校紹介⑤

学年や教科で取り組む「自主学習ノート」の活用
～大阪市立大宮中学校～
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阿久津 弘治 校長

2年担任
豆成先生

★学年での活用について★

「自主学習ノート」が子どもとの
コミュニケーションのきっかけに

子どもが作った自主学習
ノート回収ボックス

自主学習通信第10号では、中学校の自主学習の取組について紹介するでござる！



事務局 ： なるほど。「自主学習ノート」に先生方が目を通して、学習面や生活面の状態

を把握しながら進めていらっしゃるということですね。日々の取組をスムーズ

に進める上で、工夫しておられることがありましたら教えてください。

阿久津校長： 「自主学習ノート」は主として担任が見ますが、

教科の先生とも連携しているので、教科の先生が

見ることもあります。いろいろな先生が見る機会

をつくることで子どもたちも楽しみが増えると同

時に、担任の先生１人が抱え込まない環境ができ、

負担軽減にもなります。

豆成先生 ： 先生たちも子どもたちも継続できるように無理なく進めるようにしています。

特に、年度始めなどはほとんどの子どもが「自主学習ノート」を提出してくる

ので、職員室に置き場所を決めておいて、学年や教科の先生で協力しながら見

るような体制をとっています。子どもたちも1日30分程度、1～２ページを目安

に続けていると、習慣として取り組めるようになってきています。少しずつの

積み上げが大切です。

また、自主学習に取り組む中で、勉強の仕方が身についてきた子どもがいる

と感じています。小テスト前に復習をしたり、部活などで忙しくても時間の使

い方を工夫したりして成果を出す姿を見て、他の子どもも「自分もやってみよ

うかな」と参考にして取り組む相乗効果も生まれています。懇談などで保護者

から勉強の仕方を尋ねられた際にも、自主学習を勧めるようにしています。実

際に子どもたちがこれまでに取り組んだ自主学習の好事例をお伝えすることで、

家庭の協力を得られる場合もあります。
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先生方の温かいコメントが励みになって、子どもの意欲がさらに
高まり、自主学習を通して学力向上へとつながるでござるよ！

学年や教科の先生からアドバイスや励ましのコメント

教科の先生がコメントを
書いた自主学習ノート
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先生がノートの書き方や、自主学習
のメニューを丁寧に説明してくれて
いるから、わかりやすいよ。

事務局 ： 教科の先生も授業を通して「自主学習ノート」を活用されている

とのことですが、詳しく教えていただけますか。

阿久津校長： 本校では、特に英語科の授業で積極的に自主学習の取組を進めています。校

区内にある小学校で本校の英語科教員が専科として授業を行なっていることを

生かして、中学校の英語学習へスムーズにつなげていくことを目的に自主学習

を推進しています。実際の取組内容につきましては、英語科担当の辻本先生が

説明します。

辻本先生 ： 子どもたちに「授業以外の場面でも英語に触れてほしい」という思いで、自

主学習の取組をしています。年度始めに「自主勉強ノートの進め方」を授業で

示した上でスタートしています。最初は、英単語の反復学習などに取り組む子

が多いですが、教員とコメントをやりとりする中で授業で学習したことを整理

したりポイントをまとめたりと、自分で取り組み方を工夫をするようになり、

自主学習の内容が変容します。

事務局 ：「英語に関することなら何でもOK！」というスタンスを取っておられるので、

子どもたちが取り組みやすそうですね。継続したり内容を高めたりしていくた

めに、先生が工夫されていることは他にありますか。

辻本先生 ： 子どもたちが提出した「自主学習ノート」に対して、できるだけわかりやす

いリアクションを意識するようにしています。例えば、特に頑張って取り組ん

でいる箇所に「花マル」をつけたり、先生から英語で質問してみたり１人１人

に伝わりやすい方法を用いるようにしています。他には、ブロック予算で購入

した学習シールを、「ポジティブシール」という形で活用しています。自主学

習に取り組むともらえるので、集めるのを楽しみに継続できる子どももいます。

個々に合った返し方を意識しながら、前向きに学ぶ姿勢につなげています。

★教科での活用について★

英語科
辻本先生

反復学習中心から、ポイントを
自分でまとめる内容へと変容

先生から子どもへ質問も ポジティブシール
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「自主学習ノート」の紹介 ～大宮中学校の活用例～

授業のポイントを自分で
整理して学習の定着へ！

子どもたちと先生方が
コメントを交わしながら
自主学習習慣を確立して
いるでござるよ！

子どもが自分で注意点を記入！

行事の頑張りにもコメントを！

自主学習ノートが、テスト前に自分
で確認ができる「マイ参考書」に！
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事務局 ： 最後に自主学習と関連して学力向上の取組が他にありましたら教えてください。

阿久津校長： 本校では、放課後学習会を週２回実施しています。先生方

や学びサポーター、学校元気アップ事業等の協力を得て、常

にスタッフを学習室に配置できる体制づくりをしています。

自分１人で学習することが苦手な子どもや家庭では集中で

きないという子どもも、放課後に残って友達と一緒に学習で

きる環境づくりに努めています。

また、学力向上に関する教員向けの校内研修会を開催し、

自主学習の進め方や１人１台学習者

用端末を活用した学習をどのように

行うかについて議論しています。

豆成先生 ： 私の学年では朝学習に取り組んでいますが、教科係の子どもが問題を作成し

ています。自分たちで協力して問題を考えることを通して、授業で学習した内

容の復習や定着につながっています。作成した問題は、教科担当の先生方にチ

ェックをしていただいた上でクラスのみんなに配付しています。

★学校全体での取組について★

←放課後学習会の様子

大宮中学校では、子どもたちに「家庭学習の習慣を身に付けてほしい」という思

いのもと、校長先生をはじめ、教職員全体で自主学習の取組を進めておられました。

子どもが取り組んだ「自主学習ノート」の内容に応じて学年や教科で協力し合い、

さまざまな先生がコメントをつけて返すことで、学習意欲を高めていく効果を生み出しています。

そして学習面はもちろん、生活面や学校行事などさまざまな場面で１人１人に寄り添い、丁寧に

関わる先生方の熱意がコメントにも表れていて、その熱意が子どもたちへ伝わっているとても素敵

な「自主学習ノート」に感動しました。

大宮中学校の先生方におかれましては、取材にご協力いただき本当にありがとうございました。

★編集後記★

子どもたちが作成した朝学習の問題


